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後　

期

機
関
講
義

提供機関：金城大学短期大学部

科
目
名

地域文化 授業形態 開講期間 9月25日～ 1月31日

英文科目名 REGIONAL CULTURE
①対面授業 ◯

開講時間 金城大学短期大学部で確認
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 若月　博延
③対面・オンライン併用

開講場所 金城大学短期大学部で確認
復習用ビデオの録画・配信

単位数　1単位

定員数　40名

特別聴講学生等定員　

科目等履修生定員　

シティカレッジ聴講生定員　

定員超過時の選考方法等　

成績評価の

方　　　法

ワークシート，フィールドワーク，

グループワークのルーブリック

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

教員の

指示に従う
10,000円 20,000円

教員の

指示に従う

科
目
の
内
容

　白山市は，平成の町村合併で，1市2町5村が合併した所です。石川県内最大の面積を持ち，地形的には海か

ら山まで，全ての恩恵を受けることができる地で，工業団地，農業，漁業，食料品の加工，観光業と産業構

造のすべてがあります。

　本講義では，本学の所在地であるこの「白山市」のことを知り，社会人の教養として，「地域に生きること」，「地

域で働くこと」，を考えます。さらには「地域のことを考える」ことから「自分たちの生活」を考える力を身

に付け，地域の課題を見つけていきます。

　授業の中では白山市のオピニオンリーダーを招き，学んだことをプレゼンテーションしつつ，地域の課題

を若い感性で解決していきます。地域について意見を言う，地域の将来を考えて提言できる力を身につけて

いきます。

その他特記事項

授業担当教員紹介 URL https://www.kinjo.ac.jp/kjc/business/teachers.html

ホームページ・メールアドレス等 E－mail wakatuki@kinjo.ac.jp

提供機関：金沢学院短期大学

科
目
名

観光学概論 授業形態 開講期間 金沢学院短期大学で確認

英文科目名 Introduction to Tourism
①対面授業 ◯

開講時間 金沢学院短期大学で確認
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 村上　智
③対面・オンライン併用

開講場所 金沢学院短期大学で確認
復習用ビデオの録画・配信

単位数　2単位

定員数　50名

特別聴講学生等定員　

科目等履修生定員　

シティカレッジ聴講生定員　

定員超過時の選考方法等　受付順

成績評価の

方　　　法

授業の取り組み態度（20％）

課題・小テスト（30％）

定期試験（50％）で評価

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢学院短期大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

10,000円 35,000円 32,000円

科
目
の
内
容

　現代社会は，観光社会と言って差し支えない。それは，自然，経済，社会，文化など，各方面にわたり，幅広く移動，交流が行われ影響し合う

のがリアル現場が実社会だからである。そこで，観光事業の特性や必要性，課題など，観光を学ぶ上で修得しておくべき基本的事項について講義

する。急速に変化する各種環境を踏まえ，観光ビジネスや観光現場で起きている事象を，どのように理解するのか，どのような行動が必要なのか。

まずは基礎的な知識を身に付ける。

　１．オリエンテーション　～観光を学ぶ意義と観光の様々な効果～ ２．観光に関わる言葉

　３．観光のしくみ ４．観光資源と観光対象

　５．観光産業の構成と特徴 ６．旅行業の概要と特徴

　７．宿泊産業の概要と特徴 ８．交通運輸業の概要と特徴

　９．その他観光産業の概要と特徴 10．観光と情報

　11．観光政策と観光行政 12．観光のマーケティング

　13．旅の歴史とこれからの旅行 14．観光と国際経済・社会・文化　～インバウンドと異文化理解～

　15．授業のまとめ

本科目の学習成果：総合力養成，専門知識修得 

その他特記事項

講義スタイルの授業である。
授業を進めるに当たっては，
適宜パワーポイントを使用
する。受講者は，必要箇所
のみノートする事（全てノー
トするという受講態度は非
現実的である）。 

使用教科書：「観光学基礎」
（JTB総合研究所）（予定）

授業担当教員紹介 URL https://www.kanazawa-gu.ac.jp/college/aboutus/teacher/?gakubu=3#teacher_introlink

ホームページ・メールアドレス等 E－mail s-murakami@kanazawa-gu.ac.jp


